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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、アメリカ黒人文学と音楽文化におけるイスラム教の影響を検討する目的であった
が、イスラム教よりも黒人の民間宗教的世界観や口頭文化の伝統に根ざしつつ、アメリカ社会
からの圧力に応じたり抵抗したりする形で変容を繰り返してきているということが明らかにな
った。そこで主に、①人種差別撤廃運動とイスラム教のヒップホップ世代との関連、②奴隷時
代からの黒人音楽文化の特色とラップ文化の特色、③黒人口頭文化の諸様式、の３点を追求す
ることとなった。細部について詳細の研究が課題として残った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The influence of Malcolm X and of the faith of Islam has had an impact on the street 
culture such as rap. On the other hand, the influence of African American long sustaining 
folk religion and oral tradition is even greater. Thus, this study clarifies the following three 
points: (1) The legacy of the Civil Rights movement and Black Power movement observed in 
the culture of the Hip Hop generation, (2) The continuity of African American oral tradition 
and Music culture from slavery times to the present, (3) African American oral tradition 
formulas. The close examinations of these topics are left for the next term of study period. 
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１．研究開始当初の背景 
 2001 年の同時多発テロ以来、アメリカ国

内をはじめ非イスラム圏でのイスラム文化
に対する根拠のない不信と警戒感が高まる



一方、アメリカ合衆国での黒人イスラム教徒
の存在を知的に把握すべきであるという考
えがあった。過去のアフリカンアメリカンた
ちの中で、イスラム教に改宗したマルコムＸ
はとくに重要性であり、公民権運動期および
その後の黒人活動家や黒人の芸術活動にお
いてイスラム教の影響は大きかったと推測
された。そこで、本研究ではアフリカンアメ
リカンの言語文化活動のうち、とくに裾野が
広く伝統も厚い口頭文化に焦点を当て、イス
ラム教の影響はいかなるものかを明らかに
しようと試みた。 
 
２．研究の目的 
 アフリカンアメリカンの文化は、自分の身
体以外に何も持たなかった奴隷時代の文化
に伝統を置くために、手足の動作（身振り、
踊り、リズム）に関連するものと口頭文化に
おいて傑出している。なかでも口頭文化は
人々の思想や感情をよみとる興味深い研究
素材である。 
 アフリカンアメリカンの創造的言語活動
における特色として、破壊的（ないしは暴力
的）衝動が創作力の源泉になっている場合が
少なからずある。その衝動はかならずしも外
部に向かうものではなく、自分の抹消を希求
する場合もあれば極度な無力感や諦念ない
しは無関心に向かう場合もある。こうした衝
動は、奴隷主たちの利益とも合致する形で、
神の国での永遠の命を保証するキリスト教
に救いあげられてきた。そうした環境のなか
で、マルコムＸが主張したのは関心をいまあ
る生に向けることであり、白人主流の社会
（有色人種に対する差別社会）の利益に合致
した宗教からの離脱とアフリカ人の宗教で
あるイスラム教への改宗であった。この姿勢
がアメリカ社会に与えた衝撃は大きかった。 
 したがって本研究の目的は、アフリカンア
メリカンが創造的エネルギーの源泉（クリエ
イティヴドライヴ）としてきた破壊的衝動と
イスラム教との関係を明らかにしようとす
ることであった。 
 一方、研究の過程において、アフリカンア
メリカンの創造活動においてはイスラム教
の影響よりも民間宗教的世界観や彼らの口
頭文化の伝統が重要だということが明らか
になったので、「破壊的欲望と創造のメカニ
ズム」の研究に関して研究目的からイスラム
教の影響という縛りをなくし、イスラム教の
影響も視野に入れつつ広く口頭文化の伝統
との関連で追及することとした。 
 
３．研究の方法 
 研究はまず、奴隷時代の歌を検討すること
から始めた。それによってクリエイティヴド
ライヴとなっている破壊的衝動の性質を明
らかにした。また、アフリカンアメリカンの

創造的活動とキリスト教との関連を指摘す
ることができた（とくに、イエスの理解と母
親の象徴的意味において）。  
 その後、１）Great Migrationと黒人イス
ラム教発展の関連、２）アミリ・バラカを入
り口に、ブラック・ムスリムと文化活動（文
学、音楽を中心に）、３）イスラム教会の音
楽文化、について調査を進めた。ところが、
後世への影響力や文化的継承および文化変
容のインパクトにおいて価値が高いと判断
されるものの多くが、イスラム教よりはむし
ろ圧倒的にアフリカンアメリカンの民間宗
教的世界観や彼らの口承伝統に深く根ざし
ていることがわかってきた。 
 そこで研究期間の後半では、１）アフリカ
ンアメリカンの民間宗教的世界観、２）社会
の在り方と関連しつつ変容する口頭文化の
流れ、３）1960 年代の動きと現代の黒人口
頭文化の関連、を把握する研究へと方向を転
換した。具体的にはアフリカンアメリカンの
口頭文化（民話、歌、説教、ジョーク、掛け
合いなど）を素材とし、奴隷時代から 80 年
代くらいまでを検討しようと試みた。 
 補足しておきたいことがある。それは、ア
フリカンアメリカンの文化は彼らを他者と
するアメリカ社会からの圧力にどう対応、対
抗するかを大きな課題として発展してきた
ものであるから、非黒人が彼らの文化にどう
接したかをつねに考慮する必要がある、とい
う点だ。この特質のために、私の研究はアフ
リカンアメリカンの文化がどのようなもの
かを示すことに集中するのではなく、その受
容ないしは拒絶を示す非黒人文化をも検討
対象としている。 
 
４．研究成果 
＜人種差別撤廃運動、イスラム教、ヒップホ
ップ世代＞ 
 1960 年代から 70 年代にかけての人種差別
撤廃運動は、アフリカンアメリカンの間では、
ネイション・オブ・イスラムの発生からマル
コム Xの影響力の拡大を経て、ブラック・パ
ンサー党の反体制的な政治的活動へとつな
がっていった。この運動の中で重要なのが、
イスラム教の存在である。 
 一方この時期には、活動家たちが国家の厳
しい弾圧を受け、活動は発展せず、黒人のイ
スラム組織はどれも崩壊または大幅に変化
せざるを得なくなった。人種差別撤廃運動時
代の影響は、文化的にみると、活動家らの子
どもの世代に現れている。彼らはヒップホッ
プ世代（またはラップ世代）と呼ばれ、都会
のゲットーで育ち路上での音楽活動で自己
表現をしてきた。 
 親の世代が賛同した共産主義や社会主義
には幻滅し、反動的に過激な金銭至上主義を
標榜するが、その内容は、自らの極貧と家族



崩壊の体験に基づいているだけに複雑であ
る。彼らの歌には、宗教、信条、性差別、人
種意識、政治批判、犯罪など、現代社会が抱
えるさまざまな問題が盛り込まれている。 
 イスラム教に対しても、微妙な距離のとり
方をしている。彼らの文化により重要な影響
があったのは、むしろ黒人民間宗教と口頭文
化の伝統であったと思われる。 
 
＜黒人音楽文化の特色＞ 
 奴隷時代の歌は、次のような点において現
代音楽と関連している。 
①現実への絶望が死後の世界への希望とな
り、その希望が創作の源となっている。この
場合の「希望」は現実世界と強い結びつきが
ある「期待」とは異なり、根拠に乏しく漠然
としている、「生命維持力」と言い換えても
いいようなものである。 
②「恐怖」はアフリカンアメリカンの行動原
理に密接している。 
③率直に言語表現するのを禁止・抑圧されて
いる状況で、なお表現したいとの気持ちが独
特の迂回表現を生み、それがフォーミュラ化
してアフリカンアメリカンの言語活動の特
色として発展してきた。 
④アフリカンアメリカンの音楽文化は、白人
の民謡蒐集家によってその存在価値を認め
られ、白人の音楽市場に受け入れられるかど
うかで普及や変容の度合いに大きな差があ
った。突き詰めれば、白人系音楽プロモータ
の扱いによって消滅あるいは発展、ないし変
遷してきたとさえいえる。 
⑤ ④の過程で黒人音楽は、白人への適合性
と時代の流れに影響されつつ、宗教音楽と俗
音楽とに分離してきた。 
⑥黒人による音楽文化プロモーションは、30
年代以降に宗教音楽とレイスレコードの販
売によって加速した。 
 
 ラップ文化について留意すべき点は次の
ようなことである。 
①ヒップホップの歌詞に表象される母親が、
奴隷歌の母親像（絶対的な保護者）に深く関
連している。 
②ヒップホップの歌詞に表象される恋人が、
ブルーズの歌詞の恋人像（誘惑的な悪であり
拒否者）に深く関連している。 
③闘争の表象に、60 年代から広い支持を得て
きているブラックイスラムの影響がみられ
る。 
④ヒップホップ世代の歌い手・作者たちは、
ブラックイスラム運動の第二世代（子供たち
の世代であり、その運動のインパクトと失敗
とを感覚的に受け継いでいる。 
 
＜黒人口頭文化の諸様式＞ 
 アフリカンアメリカンの口頭文化にはい

くつか重要なジャンルがある。  
 ①黒人霊歌 ②フォーククライ、フィール
ドハラ―、シャウト ③ワークソング（仕事
歌）④教会説教 ⑤民話 ⑥スレイヴナラテ
ィヴ ⑦ブルーズ ⑧ゴスペルソング ⑨
トースツ ⑩ダーズンズ ⑪ラップ ⑫都
市民話 ⑬政治演説 
 これらについての詳細な研究は、今次の課
題としたい。 
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